
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校通信（29 年度 第６号） 平成 29 年 7 月 4 日発⾏ 

知 多 市 ⽴ 旭 北 ⼩ 学 校 

[発⾏者] 校⻑ 河 合 康 博 オオタカ 
◇ 「学年目標」から１学期を振り返ろう 

 本校には学年の成長に合わせた「学年目標」があります。学年ごとに育ってほしい子どもの姿を、

短い言葉で表し、いつでも目に入るように各教室の前面に掲げています。 

 １学期末にあたり、自分が学年目標をクリアーできたかどうかを振り返らせたいと思います。年

度末には全員が「できた」と胸を張れるような成長をしてくれることを期待しています。 

※平松紫雲先生・・・知多市在住の書家、日展連続特選受賞、日展準会員、読売書法会参事など 

１年            ２年            ３年            ４年            ５年           ６年 

題字：平松紫雲 先生 

◇ 旭北小にお相撲さんがやって来た！ １年生     6/29（木） 

 名古屋場所期間中、長浦地区に稽古場を構える大相撲片男波（かたおなみ）部屋から、関脇の玉

鷲（たまわし）関をはじめ４人の現役力士と関係者の皆さんが本校を訪問してくれました。今年度

は１年生の学年行事として取り組みましたが、昨年度同様に大迫力、大興奮の１時間となりました。

子どもたちは力士の力強さにびっくりでした。片男波部屋の皆さん、ありがとうございました。 

なお、本日の様子は７/８（土）21:50～ＮＨＫサタデースポーツの中で一部放送される予定です。 
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◇ 知多中校区 小中連携 あいさつ運動        6/27（火） 

この時期になると「郡大会」を思い出します。正式な名称は「知多地方中学校体育大会」です。中

学３年間の最後の大会であり、学校をあげて応援します。県大会の予選も兼ねており、この大会での

勝利は各チームにとって大きな目標です。中学校勤務の長い教員は郡大会に向けて熱く燃えた日々

を懐かしく感じることが多いと聞きますが、私もその一人です。 

知多地方全体が知多郡と呼ばれていた時代はずいぶん昔のことです。さらには郡大会という文字

がどこにも記載されていないにもかかわらず、今なお郡大会と呼ばれているところに、この大会の

存在感の大きさを感じます。本校の子どもたちも、やがて郡大会での活躍を目指して頑張ることで

しょう。これからもこの「郡大会」という愛称が、この地方に語り継がれることを願っています。 

校長室から 

◇ 「PEP TALK」で元気になれる  －言葉のもつ力をうまく活かそう－ 

 知多中学校と連携したあいさつ運動を行いました。本校の児童と知多中学校の生徒、両校の職員

がいっしょになって、登校してくる児童に声をかけました。「おはようございます」という元気な

声が周辺いっぱいに響く朝となりました。朝の元気な挨拶は一日のエネルギーになります。 

 

過日、参加した講演会で、人を励まし、やる気を高めさせる言葉がけについて勉強しました。 

一例を紹介しますので参考にしてください。私も大いに反省しながら講演を聞きました。 

 

「負けないように頑張ろう」 → 「必ず勝てる！」 

「負けたらこれまでの努力が無駄になる」 → 「勝って、一緒に喜ぼう！」 

「ミスするなよ」 → 「できるから大丈夫！」 

「どうして分からないの」 → 「どこまで分かったか考えてみよう！」 

  

 こうした短く力強い励ましの言葉を「PEP TALK」（ペップ・トーク）と呼び、スポーツ界ではコー

チや監督の重要な仕事の一つとして注目されているそうです。一流のチームには、ペップ・トーク

を得意とする名コーチや監督がいて、試合直前に選手のやる気を最大限に高めているそうです。 

◇ 別格のヒーロー「アンパンマン＆ドラえもん」について語る   

先日の朝会で、アンパンマンとドラえもんについて語りました。アニメにはいろんなタイプのヒ

ーローがいますが、私にとっては、この二つは別格のヒーローです。アンパンマンは人間にとって

最もつらいことは食べるものがないことであり、地球上から飢えで苦しむ人をなくすことが世界

平和の第一歩だと考える作者（やなせたかし）の願いから誕生しました。だから、おなかをすかせ

た人を見つけると「僕の顔を食べて」とアンパンマンは自分の顔を差し出します。世界平和や人助

けのためには自己犠牲も必要だということを、アニメを通して教えてくれます。 

一方、ドラえもんはドジでいじめられっ子ののび太くんを助けるために未来からやってきたネ

コ型ロボット。四次元ポケットから次々と出てくる未来の道具はどれも魅力的で、のび太くんの危

機を救ってくれます。何でもかなえてくれる未来の道具はまさに人間の夢であり、これからの科学

のヒントとなりそうなものもたくさんあります。しかし、未来の道具よりも私が注目したいのは、

ドジなのび太くんに対するドラえもんの限りない優しさや面倒見のよさです。どんなときでも「し

ょうがないなあ」と言いながら、のび太くんを救ってくれます。この無限の優しさがあるからこそ、

ドラえもんが時代を超えて愛されるヒーローになっているのだと私は思いますがどうでしょうか。 


